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オンライン開催

映像・オンラインコンテンツ



「新型コロナウイルス感染症対策に係る東京都の取組」
（東京都、2021年4月）より

休園



過去に例のないような休園状態の継続
実物を展示公開できない どうする？

 新型コロナウイルス感染症の世界的流行が続く

 長引く休園 2020.2.29～.6.22 2020.12.26～現在（2021.6.1）

 開園しても感染拡大防止のため事前予約制とし入園者数を大幅に制限

 感染防止のため開園時の活動（イベント・ガイドなど）は著しく縮小

 休園時は来園を前提としたさまざまなコンテンツの提供ができない

 ひとつの手段として「デジタルシフト」の取組みを増強・加速

 コロナ下でさまざまな取組みがありますが、今回は葛西臨海水族園での
デジタルシフト、特に、画像・映像ツールを活用したコンテンツの開発
と実践の取組みの一部をご紹介します



2020年2月～3月 ＃おうちでかさりん 開始

ぬり絵の素材提供 無料ダウンロード



オンラインでの教育普及プログラム例

オンラインプログラム
（2020年度）
・LIVE配信 15回
・教育プログラム 11回
・講演会 3回
・オンライン相談会 22回
・オンラインクイズ 2回

映像コンテンツの提供は
YouTube水族園公式チャンネル・ホームページ

講演会などのプログラムは
Zoom（データ通信量：約600MB/h）

その他に Twitter や Instagram



YouTube公式チャンネル

葛西臨海水族園
YouTube公式チャンネル

コンテンツは
常時60以上
ライブ配信
期間限定配信も
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YouTube動画公開
・ガイド動画 2本
・生き物飼い方動画 3本
・授業に使える動画 4本

オンラインでの教育普及活動
学校教員向け
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学校教員向けプログラム

 生きもの飼い方動画

 生きもの相談オンライン



フィールドからライブ



オンライン
海のいきもの調べ

• 夏休みの予約制相談室

• 小学生・中学生対象

• 事前の質問内容を参考に教材

を準備

• 一人30分枠、長引く場合も

• 内容は夏休みの自由研究、家での

生物飼育についてなど

• その後もメールなどで対応が継続

する場合も

ZOOM使用



高校生・大学生向け
「海の学び舎」

水族園における研究活動にフォーカスし、
研究内容や係の仕事、職員のキャリアなど
について紹介するオンライン講演会

• 参加者が100名を超える回も

（定員50名）

• 琉球大学から北海道大学まで

• 中学生や3才児の参加希望も

• 質問タイムが1時間以上の回も

• 専門的な質問や進路に対する相談など

「ZOOM」使用

オンライン教育プログラム



小学5年生・6年生向けプログラム
集まれ！汐っ子たち くらべてみつけて魚のひみつ

幼児向けプログラム
進め！海のいきものたち サカナのヒミツみっけ！

子ども向けのオンラインプログラム
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休園期間中、屋外の一部無料エリアを開放

映像処理やロボットの
操作・動作性能に課題

遠隔操作ロボットの試行



VR Virtual Reality：仮想現実

葛西臨海水族園
東京動物園協会
ホームページ
東京Zoovie特設ページ

2020年10月より葛西臨海水族園で試行し、2021年3月より東京都立動物園4園に拡大

https://www.tokyo-zoo.net/zoovie/

画面共有を切り換えます



オンライン
メリット

 詳細な観察や対話をとおしての学びに手ごたえ
があった

 現地参加が難しかった方（遠隔地・身体障碍・費
用）の参加が可能

 自宅でリラックスしながら参加できる

 チャット等オンラインだと質問が多くなる

 体験の機会が減る中で代替機会の提供

 会場のキャパシティ問題や準備の手間が軽減で
きる

 実施コストを下げられる

 視覚情報はむしろ豊富に効率よく提供できる

実践者の観察や

参加者へのアンケートから



オンライン
デメリット

 双方向性が弱くなり、細やかな対応が難しい

 発言したがりの子どもへの対応が難しい

 子どもの集中力が続かない

 接続環境に個人差が大きい

 キャンセル率が高い

 参加者側の機材の性能や機材への慣れの差が
学びに影響する

 こちら側から、におい、触感などは伝えられない

 実物はなくても満足感が高い ＊

実践者の観察や

参加者へのアンケートから



今後の展望 デジタルシフト（映像・オンライン）

 より多くの人を水族園とつなげることができる

 水族園の利用方法の選択肢を増やすことができる

 オンラインであっても実物と接することを重視することが大切であり、
参加者の身近な生物や自然も教材とし、自然体験へとつなげる

 近い将来、対面に近いコミュニケーションがオンラインとれるようにな
る可能性がある

 水族館や動物園が、博物館ではあり続けるが、いまとは「ちがう何か」
に変貌していく可能性もある



これから開催のオンラインプログラムの一例
親子向けオンラインプログラム「キミもトビハゼ調査隊！」

干潟での生き物観察を楽しむための装備やトビハゼ観察
の方法、トビハゼとともに干潟にくらすさまざまな生き
物のくらしなどについて、動画を交えて紹介

日 時：2021年7月4日（日）10：00～11：30
Zoom使用のリモート実施

対 象：小学生以上とその保護者
定 員：30組 ※事前申込制（6月17日まで）
参加費：無料

（1）事前にプログラム用の資料2種類を郵送
「トビハゼペーパークラフト」
保護者といっしょにトビハゼのペーパークラフトをつくる体の特
徴を観察・予想する
「トビハゼ調査シート」
当日使用するオリジナルシート

（2）当日
第1部「トビハゼのいる干潟に行ってみよう」
展示水槽のトビハゼをいっしょに観察。観察後、スタッフがト

ビハゼの調査地（生息地）を訪れるようすを動画で紹介。干潟に
行く際の装備、生き物を見つけるコツなどを楽しく。事前送付し
たシートに観察したことを書き込んだら、自分だけの「トビハゼ
調査シート」のできあがり
第2部「トビハゼと干潟のお話」
東京湾周辺にある博物館や野鳥観察施設など8施設が連携した

「トビハゼ保全 施設連絡会」の各施設とオンラインでつなぎ、
干潟の生き物や各施設を紹介。トビハゼの生態や干潟の機能につ
いて講演。参加者がトビハゼ調査隊の一員として実際に干潟に出
かける前に、知っておいてほしいことをたっぷり紹介



小児病棟や高齢者・障がい者の
施設など、ご来園が困難な人た
ちのもとへ「海を届ける」移動
水族館事業
コロナ下で実施困難度は格段に
あがりましたが、量を減らして
継続しています

「外出や施設内のイベントができず、移動水
族館が来てくれるのを本当に楽しみにしてい
ます」 に応える。実地にこだわる



リアルってなに？

デジタルシフトの取組みでは、デジタルコンテンツの利用者満足度を向上さ
せ過ぎないようにしなければならないのではないか

→これで十分満足となれば実地での利用がなくなるおそれは杞憂だろうか

→葛西臨海水族園ではご来園者に、以前は「また水族園に来てください」で
はなく「つぎはぜひフィールドにも行ってみてください」とお声かけしてい
た。オンラインでのプログラム提供が続く状況では、「つぎは水族園に来て
ください」に変わることになりそう

を考える機会になったのではないだろうか



デジタルシフトであらためて考える
水族館の「リアル」とは？

どちらが野生生物の「リアル」なのか？

 「生きた魚の本物が良好な環境の水族館の水槽で飼われており、そ
れを水槽のガラス面越しに見ることができる」

 「いま、この瞬間、本来の生息地の環境中にいる魚が自然に動く姿
を、目の前の超高精細な画面で見ることができる」

『博物館研究』2021年6月号（日本博物館協会発行）に関連したことを
執筆していますので、興味があればご覧ください

ありがとうございました


